
 

     

 

団体名 

トクテイヒエイリカツドウホウジン フクシマユエスオークラブ 

特定非営利活動法人 福島ＵＳＯくらぶ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ  

活動分野 

保健、医療、福祉    社会教育     まちづくり    観光 

農山漁村、中山間地域  学術、文化、芸術、スポーツ      環境 

災害   地域安全    人権、平和    国際協力     子ども 

男女共同参画社会     情報化社会     科学技術        経済 

職業能力・雇用        消費者保護    団体活動支援   その他 

連絡先 
ＴＥＬ 0242-33-0700 ＦＡＸ 0242-33-0707 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ fukuuso@gmail.com 

設立時期 H30.6 会員数 30 名 会員募集の有無 有 

会費 
正会員年 6,000 円 

賛助会員年 3,000 円 
主な活動日 

年 2～6回
（不定期） 主な活動場所 

市内の公民館、 

民間等の会議室 

発行物 会報 年 2回 

【活動目的】 

 「三行コント」「川柳」などを通した社会教育を推進し、学術、文化の振興、社会問題

になっている「活字離れ」への対策、高齢者の生き甲斐作りなどへの貢献を図る。また、

名所旧跡の多い歴史の街会津で 100 人規模の全国大会を毎年開催し、福島県の観光振興

に貢献することで、今なお残る原発事故への風評被害払拭にも尽力していくことを目的

とする。 

 

【活動内容】 

江戸の大衆文化から発祥した「川柳」、また、昭和 25 年 4 月 1 日から読売新聞で読者

投稿が始まったＵＳＯ放送（三行コント）の普及を目指す事業を推進し深刻な社会問題

にもなっている「活字離れ」問題の解決を図っていく。 

特に「三行コント」の全国的な愛好団体は北海道、関東、関西、四国、九州はあるが、

東北地方には全くなく当団体が東北では初めてになる愛好団体を任意で運営してきた。   

 また、読売新聞東京本社からも事業推進への協力を快く引き受けて頂き、会報では読

売新聞社福島支局長のご挨拶文、大会では優れた作品を選ぶ選者となり、参加者の作品

全ての講評もして頂いており、社会問題化している「活字離れ」問題の解決へ向け読売

新聞社様を含め各新聞社様のご協力も得ながら事業を進めてきた。 

 更には、会の発足、大会の模様なども読売新聞に掲載され、会員募集記事も随時掲載

されている。 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【その他】 

 趣味の任意団体を NPO 法人にしたもの。出来たばかりなので地道に愛好者の会員を増

やしていきます。他の同様な団体は会員数が 200 人～300 人ですが、身の丈に合わせた

規模で会津若松市民を中心に文芸、文化を継承しながら、それを楽しむ団体にしていき

たい。 

             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                       平成 30 年 6 月 25 日 読売新聞 

 


